






序論、結論および 4 章の本論からなる。 
	 第 1 章ではまず日本語そのものについて短く記述し、また方言（英 dialect）の定義を紹
介したのち、日本の方言の記述を行う。日本の方言の記述には使用範囲・起源などを示す。 




	 第 3 章では広島方言の概説を試みる。最初に、広島方言の使用範囲及び成り立ちを述べ、
最後に、広島方言自体の記述を行う。記述には、音韻論（phonology）、形態論
（morphology）、統語論（syntax）および敬語における広島方言の特徴について述べる。 
















い孤立した言語となった。ところが、1 億 2600 万人ものネイティヴスピーカーがいる言
語はその起源が知られていないことは世界的にはまれである。 
− 21 −

































	 方言が存在していると意識していたものの、それを分類する試みは 20 世紀まではなか
った。明治時代と昭和時代になって初めて日本の方言を区別しなければならないと唱える
                                                      
1 小池生夫編集主幹（2003）『応用言語学辞典』研究社 
− 22 −
































	 東西対立分布については、柴谷方良『The Languages of Japanese』（1990）がよくまとま
っている。柴谷は次のように述べている。 
As for the mainland dialects, they are customarily divided into three largee groups, Eastern Japan, 
Western Japan, and Kyūshū.（中略）in recent years, a number of dialectologists have begun to see 
possibility of first dividing the mainland dialects into the Estern group and the Western group.（中略）
Here we will see a number of features that form a bundle of isoglosses that divides the Eastern group and 
the Western group. 
The items that are frequently cited in the morpho-syntactic domain include: 1) the imperatives of the 
vowel-final  verbs; 2) the t-initial suffix forms of the u-final verbs; 3) the adverbial forms of adjectives; 4) 
the negative endings; 5) the copula forms; and 6) the forms of the s-final verbs. （中略）The formation 








































を 5 つ挙げているが、その中の 4 つは広島方言にも当てはまる。その 4 つの特徴は： 






                                                      
4  https://www.youtube.com/watch?v=QXu7qOtOxdc 
図 3 広島県の広島市と呉市の市域 
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もらう（モラウ） モラッテ モローテ モラッタ モロータ 
会う（アウ） アッテ オーテ アッタ オータ 
言う（イウ） イッテ ユーテ イッタ ユータ 
食う（クウ） クッテ クーテ クッタ クータ 
負う（オウ） オッテ オーテ オッタ オータ 
 
	 表のように、-au という動詞の最後の 2 モーラが音便化し、さらに長音化して ō になる。
同じように、-uu という動詞の最後の 2 モーラは-ū になり、-ou は ō になる。ただ、「言
う」については辞書形が -yuu と発音されることから、例として挙げられた「食う」のよ




辞書形 ～くなる（標準語） ～くなる（広島方言） 
早い（ハヤイ） ハヤクナル ハヨーナル 
大きい（オオキイ） オオキクナル オオキューナル 
軽い（カルイ） カルクナル カルーナル 
青い（アオイ） アオクナル アオーナル 
 
	 広島方言ではイ形容詞の最後の 2 モーラによって活用が違ってくる。標準語にあるよう
な -ku は表れない。辞書形が -ai で終わるイ形容詞の変化を表わす形は -ō＋語尾である。
同じように、-ui は -ūになり、-oi は -ōになる。上述した三つのパターンとは違って、-kii
及び -shii で終わるイ形容詞の最後の 3 モーラは拗音化して、-kii は -kyū＋語尾になり、-




辞書形 否定形（標準語） 否定形（広島方言） 
払う（ハラウ） ハラワナイ ハラワン 
歌う（ウタウ） ウタワナイ ウタワン 
書く（カク） カカナイ カカン 
泣く（ナク） ナカナイ ナカン 
貸す（カス） カサナイ カサン 
話す（ハナス） ハナサナイ ハナサン 
− 27 −
− 26 − − 27 −
 立つ（タツ） タタナイ タタン 
待つ（マツ） マタナイ マタン 
死ぬ（シヌ） シナナイ シナン 
運ぶ（ハコブ） ハコバナイ ハコバン 
遊ぶ（アソブ） アソバナイ アソバン 
飲む（ノム） ノマナイ ノマン 
済む（スム） スマナイ スマン 
帰る（カエル） カエラナイ カエラン 
戻る（モドル） モドラナイ モドラン 
見る（ミル） ミナイ ミン 
変える（カエル） カエナイ カエン 
する（スル） シナイ セン 
くる（クル） コナイ コン 
 





辞書形 標準語 広島方言 
である（デアル） ダ ジャ 
でない（デナイ） デハナイ ジャナイ 
であった（デアッタ） ダッタ ジャッタ 













− 28 − − 29 −
 宿題はたいへんだ（やりたくない）なあ シュクダイ	 タイギーノー 
わたし／ぼくはねえ ワシャー	 ノー 


















	 標準語では -tara、-ba、-to の三つの条件を表す表現が表れ、それらがニュアンスの
違いを持っているが、広島方言ではそれらの三つは一つの -yā の形に当てはまる。動
詞の辞書形の最後の音節が拗音化し、さらに長音化する。また、最終音節に子音を含






払ってください ハローテ	 ツカーサイ 
払いなさい ハラインサイ（チャイ） 
食べてください タベテ	 ツカーサイ 
食べなさい タベンサイ（チャイ） 
吸わないでください スワントッテ	 ツカーサイ 
                                                      
5 町博光監修、NHK 広島放送局編著（1991）『今じゃけぇ広島弁』第一法規 
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先生がいらっしゃった センセイガ	 キチャッタ 




先生がいらっしゃらなかった センセイガ	 キテンナカッタ 
先生がいらっしゃっていない センセイガ	 キトッテンナイ 
















































                                                      
8 工藤浩ほか著（2011）『改訂版	 日本語要説』ひつじ書房 
9 工藤浩ほか著（2011） 
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タイプ 1の動詞	 進行	 結果	 タイプ 2の動詞	 進行	 結果	
ドアが閉まっている × ○ 葉っぱが散っている ○ ○ 
猫が死んでいる × ○ 雨が降っている ○ ○ 
鍵が落ちている × ○ ご飯を食べている ○ ○ 
ギャラリーが建っている × ○ ギャラリーを建てている ○ ○ 
表 3 東日本方言のテイル形の進行・結果の意味の有無 



















− 32 − − 33 −
 	 ちなみに、動詞の意味に進行の形が含まれるか含まれないか、その二つのグループに分
けたのは木部暢子であるが、「閉まる」という動詞からタイプ 1 の動詞を「閉まる」タイ








辞書形 進行の形（～ヨル） 結果・完了の形（～トル） 
閉まる シマリヨル（シマリョール※） シマットル 
死ぬ シニヨル（シニョール） シンドル 
落ちる オチヨル（オチョール） オチトル 
建つ タチヨル（タチョール） タットル 
散る チリヨル（チリョール） チットル 
降る フリヨル（フリョール） フットル 
食べる タベヨル（タビョール） タベトル 
建てる タテヨル（タテョール） タテトル 
表 4 広島方言の「ヨル」と「トル」の形式パターン 













                                                      
10 木部暢子ほか編著（2014） 
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辞書形 進行（標準語） 結果（標準語） 進行（広島方言） 結果（広島方言） 
言う 言っている イイヨル イットル 
散る 散っている チリヨル チットル 
見る 見ている ミヨル ミトル 
食べる 食べている タベヨル タベトル 
飲む 飲んでいる ノミヨル ノンドル 
落ちる × 落ちている オチヨル オチトル 
寝る × 寝ている ネヨル ネトル 
閉まる × 閉まっている シマリヨル シマットル 
建つ × 建っている タチヨル タットル 
死ぬ × 死んでいる シニヨル シンドル 
	
4.4アンケート調査	




12 人（そのうち 10 代が 1 人、20 代が 1 人、30 代が 2 人、50 代が 1 人、60 代が 5 人、70
代が 1 人、80 代以上が 1 人）、男性回答者は 4 人（そのうち 20 代が 1 人、30 代が 1 人、
60 代が 2 人）であった。 
	 このアンケートは 3 つの質問からなり、1.括弧内の動詞を絵にある状態に合わせて変え
る問題、2.広島方言の「ヨル」「トル」の区別を説明する問題、3.標準語→広島方言、広
島方言→標準語の書き換えであった。 




質問 回答 回答者数 
 
汚れとる 5 人 
汚れる 2 人 
汚い 2 人 
きしゃなくなる 1 人 
− 34 −
− 34 − − 35 −
 動詞（汚れる） ひどう汚れとるのう 1 人 
きしゃない 1 人 
汚れている 1 人 
きちゃない 1 人 
汚れよる 1 人 
きちゃのうなる 1 人 
回答パターン数 回答者総数 







質問 回答 回答者数 
 
動詞（洗う） 
洗う 8 人 
洗いよる 5 人 
洗タクする 1 人 
洗わにゃあいけん 1 人 
あろうとる 1 人 
回答パターン数 回答者総数 








質問 回答 回答者数 
 
動詞（食う） 
食べる 7 人 
くうた 2 人 
食べた 2 人 
くうとる 1 人 
くわにゃあ 1 人 
たべよる 1 人 
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− 34 − − 35 −
 くう 1 人 
食べちゃった 1 人 
回答パターン数 回答者総数 
8 16 人 





質問 回答 回答者数 
 
動詞（食う） 
食べる 9 人 
たべよる 4 人 
くいよる 2 人 
くうとる 1 人 
回答パターン数 回答者総数 
































	 それに対して、「ネトル」の説明では、「寝ている」を用いた回答者が 9 人だった。さ
らに、「すでに」「完全に」「もう」などの副詞の入った回答も多かった。また、「寝入
る」のような「閉まる」タイプの動詞で回答した例もあった。最後に、「ネヨル／ネトル」
は、ほぼ同じ意味だという回答が 2 つあった。 




意味が含まれる動詞が回答に多く表れた。また、「もう」「すでに」なども 16 人中 10 人
が回答に加えた。 
	 質問③の説明でも似たような結果が得られた。「アキヨル」に対しても、「開いている















	 最後に、Q3 から得られた結果について述べる。ある程度 Q2 と似たような結果がでた
ため、最も多かった回答についてまとめることにする。 
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